
美波町に集うICT・IOT企業と地域の教育機関、子供達の家族による、
未来の地域課題解決人材を育成するプロジェクト

平成30年度 総務省「地域におけるIOTの学び推進事業」地域実証事業 報告会資料
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地域課題解決の為、IOT推進ラボ&サテライトオフィス誘致推進に取り組む美波町

美波町では2012年から地域課題の解決手段としてサテライトオフィス（以下、SO）誘致を推進してきました。
様々な企業や人材が、SOを通じ地域コミュニティの中へ入り込む事で地域課題解決のイノベーションを起こしています。
2016年からICT・IOT関連企業と技術者の誘致育成を新たな地域課題解決に繋がるテーマとして掲げ、町全体をICT・IOT
関連技術の開発実験場として捉え、先進技術と地域課題とのマッチングを推進しています。

美波町の地域特性

自律分散型ネットワークシステムを活用した津波減災実証実験を実施 IOT推進ラボを活用し新たな地域課題解決を推進する
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活動概要
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活動の理念

Curiosity

Progressive

Co-Experience

Open Innovation

Seamless

Responsibility

SCOOPER

Opportunity

（好奇心）

（前進）

（共同経験）

（共創）

（継ぎの目の無い）

（未来への責任）

（機会）

「SCOOPER教育」とは本事業の社会的意義向上のため必要だと思われる行動・思考・交流における指標を言語化
した略語になります。第４次産業革命とも言われるICT/IOT技術の出現は劇的に人の生活や生産、コミュニケー
ションを変化させています。欲しいと思った物や知りたいと思った事、やりたいと思った事が直ぐに実現できる環
境の中で重要になることは、技術の使い手である人の価値観や倫理観だと考えます。また、子供の価値観や倫理観
は家族や学校など身近なコミュニティから育まれる共創意識であり、本事業の「クラブ」も正に子供達の共創意識
を育むコミュニティだと考えます。その為、ICT/IOTという強力な技術に触れる「場」だからこそ「SCOOPER」
という７つの指標を活動に参加するメンバーの理念とし本事業の社会的意義の向上に務めたいと考えます。

「SCOOPER教育」を活用したICT/IOTクラブの実現

（すくう人）
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四国南部に位置する美波町の目の前には太平洋の大海原が広がり、背後には四国最大山系、剣山が控えます。
しかし、大自然の豊かな恵みに包まれた美波町にも少子高齢化をはじめ様々な「地域課題」が山積しています。
本クラブでは「地域課題」も「自然環境」も美波町ならではの特性だと捉えクラブ活動に活かしていきます。
また、本クラブは「未来の地域課題解決を担う人材育成の機会」だと考え地域の子供達を広く受け入れ活動してい
きます。

クラブ活動の目的

「自然体験」×「ICT / IOT」×「地域課題」コンセプト

ICTクラブ活動 未来の地域課題解決人材

美波町ならではの地域環境を生かした体験をクラブ活動に活かす事で「地域愛」を育て「地域課題」に関心を持って
もらうと共に、問題解決の手法を身につけてもらう事で、未来の地域課題解決人材の育成へつなげて行きたいと考えます。

自然体験ICT/IOT
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クラブ活動のルール

「失敗を楽しむ」「問題を探し解決する」「親子で取り組む」

クラブ活動は子供を預ける
場ではなく親子で成長する
場にする。

子供達の好奇心や想像力を尊重
し自由な課題設定で活動を行う。

問題解決には失敗が付き物
であり失敗から学ぶ体験を
提供する。

野外実習
講義後半の課題では美波町
の自然環境を活用した
フィールドテストを行う。

地域産業との交流
講義テーマ内で地域産業を
交流を持つイベントを設定
する

クラブ活動を楽しくする＋α
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本事業で育成するメンター

FUTURE TECH CLUB

FUTURE TECH CLUB
平成30年度 総務省「地域におけるIOTの学び推進事業」地域実証事業

平成30年度 総務省「地域におけるIOTの学び推進事業」地域実証事業 報告会資料

美波 推進ラボ「学び推進事業部会」IOT



ICT・IOTの技術に明るい人材

テクニカル・メンター

クラブ活動全般における技術サポートを行うスタッフ。

六次産業化事業や地域活性化支援事業に明るい人材

チャレンジ・メンター

地域産業や地域課題について解説するメンター。

サテライトオフィス進出企業

学生スタッフ

地域住民・地域産業の方々

活動指導員 ー メンター

9

対 象

候 補

対 象

候 補
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メンターの役割

学生メンター

社会人メンター 地域産業者
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テクニカル
メンター

テクニカル
メンター

チャレンジ
メンター

参加する親子

・教えることで知識への理解が深まる
・「責任」を知る
・成長する過程を知る

・テクノロジーに触れる
・未来の技術変化を理解できる

・教える事で仕事を理解する
・技術の可能性を知る

サテライトオフィス企業

住民の多くが一次産業従事者

美波町のユニークな地域特性を活用したクラブ活動を目指しメンター育成を行います。
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実施内容・スケジュール
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メンター育成カリキュラムの構成
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キックオフ

メンター候補となる条件を満たした人
材を募集し事業説明会を実施します。
その後、メンター候補生へ活動推進に
関するレクチャーを行います。

事業説明

講習指導

活動で使用する教材に関する基本的な
知識を共有する講習と、子供達の興味
関心を向上させるために必要な指導方
法について各講師からレクチャーを受
けます。

OJT

教材の使い方講習 クラブ活動の導入指導トレーニング

子供への指導講習キックオフ講習 教材を使った指導トレーニング

モニター参加者に対して実際にテスト
講習を行います。活動に近い状況で指
導を行うことで知識や経験の不足点を
洗い出し本活動に備えます。

日 程

2018年11月12日（同日二回開催）

参加人数

社会人候補：６名
学生メ候補：４名

社会人候補：２名

テクニカル
メンター

チャレンジ
メンター

日 程

2018年11月12日・12月16日・12月
19日
参加人数

社会人候補：７名
学生メ候補：４名

社会人候補：２名

テクニカル
メンター

チャレンジ
メンター

日 程

2019年1月27日

参加人数

社会人候補：４名
学生メ候補：４名

社会人候補：１名

テクニカル
メンター

チャレンジ
メンター

小学生親子：３組モニター
教育委員会・地域住民等：１０名

FUTURE TECH CLUB
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月

企画・調整

事業説明会

育成講座

教材説明

参考講座見学

公開講座

集客

準備

12日実施

12日実施

調整

企画

16日実施

調整

19日実施

年
末
休
み

調整

27日実施

・協議会メンバーへの周知
・地域住民へのヒアリング

メンター候補へ
参加依頼を行う

準備

事業開始

日程が纏まらず1日３部構成で実施

報告作業

日程調整に苦戦

予定していた教
材に変更が発生
し急遽新しい教
材の説明を実施

日程が纏ま
らず個別に
実施

気づきが多く今後の
指導方針が固まる

メンターと子供の目線を合わせ
ることの重要性に気づく

学生メンター主導で企画

事業スケジュール
FUTURE TECH CLUB
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実施成果
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実施成果

日 程

2018年11月12日（同日二回開催）

参加人数

社会人候補：６名
学生メ候補：４名

社会人候補：２名

テクニカル
メンター

チャレンジ
メンター

教育委員会・地域住民等：１０名

日 程

2018年11月12日

参加人数

社会人候補：７名
学生メ候補：４名

社会人候補：２名

テクニカル
メンター

チャレンジ
メンター

事業説明

キックオフ講習
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教材の使い方講習

子供への指導講習

日 程

12月16日

参加人数

社会人候補：５名

社会人候補：１名

テクニカル
メンター

チャレンジ
メンター

日 程

12月19日

参加人数

社会人候補：７名
学生メ候補：４名

社会人候補：２名

テクニカル
メンター

チャレンジ
メンター

実施成果
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実施成果

クラブ活動の導入指導トレーニング

教材を使った指導トレーニング

日 程

2019年1月27日

参加人数

社会人候補：４名
学生メ候補：４名

社会人候補：１名

テクニカル
メンター

チャレンジ
メンター

小学生親子：３組モニター
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教 材

・プログラミング教育用ロボット ビュートローバーH8
・「ロボットプログラミング大作戦」

・センサータグMESH
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今後の展望
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ICT・IOTに触れる ICT・IOTを活用した野外実習

Touch the TECH GO FIELD

子供達の好奇心と技術の成長レベルに応じた大きく２種類のカリキュ
ラムを実施するクラブ活動の展開を目指します。

クラブ活動の展開
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Touch the TECH ICT / IOTを「知る」「触れる」Step１

ICT/IOTの仕組み プログラミング体験 身近な事例を探す

ICTやIOTに関して深い興味を持っ
てもらうためには先ず簡単な事例
をもとに基本的な仕組みを知って
もらう必要があります。
図や動画、簡単な機材を使い
ICT/IOTの仕組みと可能性につい
て説明をします。

教 育 用 プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語
（ Scratch ・ MOONBlock ・
GoogleBlokly等）を使用してプロ
グラミングの基礎を学ぶと共に、
実際に簡易プログラムを組む体験
をしながらプログラムの仕組みを
理解してもらいます。

身の回りにある、ICT/IOT技術が
使われている事例を探し、どの様
な仕組みで動いているのかを考え
てみます。
「仕組み」を考える事でICT/IOT
の得意な事を知り、身近な技術で
ある事に気づいてもらいます。
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子供向けのロボコンへ参加

Touch the TECH コンテストへの参加Step２
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野外実習

美波町全体を使い子供達の興味関心が高いテーマに沿った開発にチャレンジする

（例）ロボットを使って釣りをする （例）センサーを使って野生動物を撮る

漁師に話を聞く 猟友会に話を聞く

＋ ＋

GO FIELDStep３
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